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各熱源機の補助熱源機として設置し

エコキュートの湯切れ時やピーク時に対応

高効率（缶体効率９０％以上）で省エネ

■業務用エコキュート

（６．１６円／ｋｗｈ）でお湯を沸かします。

０．５Ｍｐａ高耐圧品としてシャワーの湯量

不足に対応します。

給水

■源泉タンク
浴槽の水を交換するため浴槽分の容量を持たせます。

タンク放熱を少なくするため断熱をおこないます。

タンク減水警報発報にてお湯を自動で補給します。

無圧式なので、無資格・無検査で運転可能

■暖房用ボイラー（既存利用）

（４０６ＫＷ）

（６９７ＫＷ）

（８０ＫＷ）

（８，０００Ｌ）

（３４８ＫＷ）

■温水ボイラー（蓄熱貯湯型）

（３４８ＫＷ）（２０．０ｍ３）

■木質バイオマスボイラー
チップとペレットのどちらでも簡易な改造で対応可能

チップの含水率は５０％迄で最大出力：２００ＫＷ

■源泉昇温ボイラー（既存利用）

１）熱量単価に検討されている機器効率は化石燃料：９０％

　　木質バイオマス燃料：８０％　電気（エコキュート）：ＣＯＰ３で算出

２）チップ価格は１３円／ｋｇ（含水率８１％を５０％まで乾燥したと仮定）

　　運搬費用は１７円／ｋｇ（南信バイオマス共同組合）にて算出

燃料
含水率
乾量基準

灯油

同上運搬共 〃 〃 〃 ３０ １５．１

低位発熱量 仕入価格 熱量単価

ＭＪ 円／単位 円／ｋＷｈ

－ Ｌ ８８ １０．２

ペレット １０％ ｋｇ

乾燥チップ ｋｇ

１６．４ １０．４３８

８１％→５０％ ９．０ １３ ６．５

ｋＷ－ ３．６夜間蓄熱 ６．１６ ２．１

（７１ＫＷ）

■床下暖房システム

床下スペースを活用した、基礎断熱工法対応型の暖房システムです。

太陽の熱で空気を温め、それを床下に送り、コンクリートに熱を蓄え

その暖気はゆっくりと室内を循環して建物全体を温めます。

また、常に新鮮な外気を室内に取り込み、暖房しながら換気ができる

その暖気はゆっくりと室内を循環して建物全体を温めます。

■ＯＭソーラーシステム

という点も、大きな特徴です。

床下放熱器

単位

３４．４

（２０１２年度建設当時の燃料単価による）■熱単価

将来設置予定

温泉・暖房設備システムフロー

バイオマス

各浴槽、介護浴槽に
適温のお湯を供給します。

各浴槽の温度を適温に
維持します。

シャワー及び洗面器に
お湯を供給します。

ＯＭソーラーシステムと併せ、床下に放熱器を設置し、

足元から輻射熱と自然対流で、ぽかぽか暖めます。
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